
 
 

銀行名 北海道銀行 

タイトル ファンドを利用したベンチャー支援の取組み事例 

取組み内容 

【動機】 

・イベント運営・企画業者のＡ社（既往融資先）が、大型ドームテントを製作

するとの情報を営業店で入手。製作するテントは、全国主要都市での大規模

イベント開催などに利用され需要が幅広く見込めるものの、新規事業として

は製作費用が当社の業容に比して大きく、回収条件が悪いこと（回収サイト

が長期）から、事業の実現可能性および資金調達が課題であった。 

・営業店は、地域活性化に寄与し、収益性・成長性のある事業へのリスクマネ

ー供給という観点から、支援する方法はないか本部に相談があったもの。 

 

【取組み内容】 

・本部担当者が、Ａ社のビジネスモデル（差別性・収益性・成長性・事業リス

ク等）について直接ヒアリングを実施し、業界分析および事業計画の精査を

合わせて行った。Ａ社にとって前例のないテント製作となるが、Ａ社のノウ

ハウ・技術力から製作は充分可能で、かつ、資金の回収サイトが長いものの、

受注先の信用調査から当該事業における資金回収に懸念が小さいことがわか

り、事業計画の実現可能性は高いと判断。 

・当行が持っている ABL のノウハウを活用し、本事業から生じる売掛債権に対

して債権譲渡担保を設定することで、資金使途の確認、返済原資の確保が可

能になり、「札幌元気チャレンジファンド」（※）から社債の投資を実行し、

安定した資金供給が実現した。 

 

【効果】 

・当社の回収サイトに合わせた資金調達が円滑に実現できたことにより、新規

事業による業容拡大が期待される。 

・札幌市の文化イベントを道外に発信することが可能となり、地域活性化に資

する取組みとなった。 

・ファンド投資に ABL を組み合わせる手法は、当行では初めての取組みであり、

今後の企業支援活動の幅が広がった。 

 

※ 札幌元気チャレンジファンドの概要 

  IPO を目指さない先に対しても支援できるファンドという趣旨で、当行を

含む金融機関やさっぽろ産業振興財団などが出資し設立されたファンド。

 



 
 

銀行名 北海道銀行 

タイトル ノーベル賞受賞技術を生かした大学発ベンチャー企業支援 

取組み内容 

【取組経緯・状況等】 

・バイオ研究の進展により、医薬・創薬開発の分野では、生理活性を持つタン

パク質や核酸などの生体分子をラベリング（蛍光発色）し、光励起により観

察を行っている。しかし、従来の蛍光色素は紫外線等の領域で発色する色素

が多く、タンパクや細胞がダメージを受けることが懸念されていた。 

・大学発ベンチャー企業であるＡ社は、ノーベル賞を受賞した鈴木-宮浦クロスカ

ップリング法などの有機化学合成技術を用いて可視光で励起が可能な新規蛍光

色素の開発に成功。この色素は毒性も少なく、創薬分野で研究が進んでいるペプ

チドや抗体医薬品の作用機序解明、再生医療分野の細胞染色、菌染色、ペプチド、

抗体等のタンパク質への標識化などの用途で利用が期待されている。 

・当行はこうした研究を支えている公益財団法人北海道科学技術総合振興センター

（略称 ノーステック財団）との産学官金連携によりＡ社技術の先進性に着目し

ていた。しかし、アーリーステージ段階にあるＡ社の研究開発を事業化するには

金融セクターによる継続的な資金支援が必要となっていた。 

 

【取組み内容】 

・そこで、当行は北海道ベンチャーキャピタル㈱と共同設立した「道銀どさん

こ２号ファンド」により、研究・生産設備取得費および特許取得費として平

成２４年３月に第三者割当増資を引き受けした。 

・平成２４年１２月、Ａ社は上場企業であるＢ社と総代理店契約を締結した。

Ｂ社は iPS 細胞の販売実績もあるバイオテクノロジー関連企業を代表する遺

伝子研究用試薬大手。Ａ社はＢ社との相乗効果による販売拡大が期待される。

・当行は平成２５年６月に研究開発費として、補助金入金までのつなぎ資金、

資金繰りを安定させるための長期資金を融資した。 

・平成２６年３月には、当行に事務局を置く公益財団法人北海道銀行中小企業

人材育成基金が募集した『新技術・新製品研究開発助成金』において、Ａ社

が申請した「大腸菌・大腸菌群検出のための高感度蛍光検出試薬の開発」が

採択された。 

 

【取組み成果】 

・当行はＡ社のステージに応じた資金ニーズに対応。法人設立以降、安定して

研究開発に取り組めているＡ社は売り上げを順調に伸ばしている。 

・なお、「大腸菌・大腸菌群検出のための高感度蛍光検出試薬」は簡便で短時間

なオンサイト（現場分析）大腸菌検査キットの開発を目指すもの。キットの

検出時間は従来の６分の１となるうえ、ブラックライトを当てると蛍光色素

が発色するため視認性も良い。開発後は水質検査や食品加工等で使用される

ことを目指しており、今後もＡ社の事業拡大が期待されている。 

 

 



 
 

銀行名 北海道銀行 

タイトル 北海道寒冷地住宅のクオリティをロシアへ売り込む（道内ハウスメーカーの例） 

取組み内容 

＜背景＞ 

・当行の声かけにより、ＲＩＴ事業（ＪＥＴＲＯの地域間交流支援事業）にＡ

社が参加。当事業の活動を通じ、サハリン、大陸ロシアを数回訪問。当行から

の情報提供及び視察等を通してロシアの新築マンションはスケルトン渡しで、

内装は購入した個人が行うのが一般的ということが判明。ロシアには一括して

マンション内装を請け負う業者がなく、トイレやキッチンを自ら購入し、それ

ぞれ専門の施工業者に依頼することとなる。当社はここにビジネスチャンスを

感じ、まずは内装全般のデザイン設計から施工、アフター保証までワンストッ

プでできる内装事業を計画。建材は一部日本製を活用し、クオリティの高い日

本式内装を提供するというビジネスモデルとした。 

・ただ、ロシアでの商売の進め方についてはよくわからないとのことより、各

種情報提供（現地法人設立や資金決済面、不動産情報、人材確保等）について

当行によるサポートが不可欠であった。 

 

＜当行としての支援内容＞ 

①当社社長の数回に渡る訪ロを当行海外駐在員事務所が全てアテンド。 

②当行本部より現地法人設立のための専門コンサルタント会社（日本国内）を

紹介。 

③日本式内装を知ってもらうべく、モデルルームにてロシア人にＰＲしたいと

の当社意向より、モデルルーム用マンションについての不動産情報を提供。マ

ンションの 1室を購入するに至った。 

④購入資金についても、契約書を当行がチェックした結果、ルーブル建て送金

でなければならないことが判明し、送金事務についても営業店および本部がサ

ポート。 

⑤現地法人の社長になる地元の人材を紹介した。 

 

＜今後の方針＞ 

・上記の通り、営業店、国際部、海外駐在員事務所の連携でスタート時点から、

現地でのアテンドや不動産情報、地元の人材を紹介する等きめ細かなサポート

を行ってきた結果、当行海外駐在員事務所があるウラジオストク市に現地法人

を設立し、モデルルームを作成した。 

・将来的には北海道の寒冷地技術を活用した戸建住宅事業にも進出したいとの

ビジョンを持っており、今後も各種情報提供や日ロ間の資金決済面で全面的に

支援継続し進めていく方針。 

 



 
        

銀行名 北海道銀行 

タイトル 「どうぎん 親子で銀行体験」 

取組み内容 

【動機】 

・ 普段、銀行に接する機会の無い子供たちを対象に、「銀行体験」を提供し、広

く金融経済教育を行うことで、地域金融機関としてＣＳＲ活動の一環として実

施しているもの。 

 

【取組み内容】 

・ 道内の子供たちが参加しやすいように、小学校の夏休みと冬休みの時期に、保

護者と共に集まっていただき、下記のカリキュラムで金融の仕組みや支店の見

学会などを実施している。 

・ また、第1回は本店営業部のみの開催であったが、参加者の声を反映しながら、

より多くの子供たちが参加できるように、順次開催都市を拡大し、現在では道

内９都市で開催している。 

 

主なカリキュラム 

① 1億円や硬貨袋を持ち上げる体験 

② 営業室・貸金庫見学 

③ お札の数え方教室 

④ 硬貨選別機体験 

 

【取組み成果】 

・ これまで通算９回実施しており、参加者だけではなく保護者からも非常に好評

を得ている。 

・ 昨年度は道内の主要９都市で実施し、各地のマスコミに取り上げられるなど、

地域のイベントとして定着してきている。 

 





 
      

 

銀行名 北海道銀行 

タイトル 「ミニほっかいどう銀行開設」 

取組み内容 

【動機】 

・ 北海道内の各地で、会場を「仮想のまち」に見立て、参加する小学生が様々

な職業を擬似体験することで、働くことの楽しさや給料を得る喜びを体感す

るイベントが開催されており、当行には「銀行」として、参加の要請がある。

・ 当行はイベント趣旨に賛同できることから、地域金融機関として参加意義が

あると判断し、積極的に取り組んでいる。 

 

【取組み内容】 

・ 参加する子供たちの就職先のひとつとして「ミニほっかいどう銀行」を設置し

ている。 

「ミニほっかいどう銀行」の主な仕事 

① 他の出展企業の依頼に基づき、企業へ給与（模擬紙幣）を届ける仕事 

② 売り上げ代金を集金し、窓口で入金する仕事 

 

・ 銀行員として必要な業務スキルを身につけることができる「ミニほっかいどう

銀行研修センター」を設置している 

「ミニほっかいどう銀行研修センター」での研修内容 

① お金の数え方（札勘） 

② 加算機の打ち方 

 

【取組み成果】 

・ 職業体験イベントは全道各地で実施されており、子供や保護者から期待の高い

事業となっている。当行が提供するブースも毎回、満員になる他、複数回参加

してくれる子供もおり、銀行業務に対する関心を高めることができた。 

 

 



 
      

 

銀行名 北海道銀行 

タイトル 「エコノミクス甲子園北海道大会開催」 

取組み内容 

【動機】 

・ ＮＰＯ法人金融知力普及協会は金融経済を楽しみながら学ぶ機会を高校生へ

提供する試みとして、全国高校生金融経済クイズ選手権を開催している。 

・ 当行は次世代を担う高校生への金融教育に資するものと考え、北海道大会が初

めて開催されるにあたり、共催として、運営全般を担うことを決めた。 

 

 

【取組み内容】 

エコノミクス甲子園北海道大会の運営全般。 

・ 当行が保有している研修所を大会の開催場所として提供。 

・ 当行の店舗網を活用し、北海道内の高校へ開催の周知を徹底。 

・ 図書館など高校生が集まる施設へのポスターの掲示やチラシを設置。 

・ 金融知力普及協会ホームページより参加申込可能となるように、当行ホーム

ページに「エコノミクス甲子園」のバナーを掲載。 

・ 金融のプロとして、金融経済にかかるクイズを提供。 

・ 大会当日は行員からボランティアを募り、司会や画面操作など、進行を補助。

 

 

【取組み成果】 

・ 参加した高校生からは「金融経済が身近に感じられた」「興味が非常に湧いた」

など、大きな反響があった。 

・ 当行では小中学生に対する職場体験学習、大学生に対するインターンシップ

は数多く実施しているものの、高校生向けのプログラムがなかったことか

ら、ＣＳＲ活動（金融教育）の一環として、大変有意義なものとなっている。

・ 平成 20 年度から北海道で開催されるようになってから、高校の間でエコノ

ミクス甲子園は徐々に浸透してきており、平成 25 年度は参加高校、参加チ

ーム共に過去最高となった。 

 







 
      

 

銀行名 北海道銀行 

タイトル 「職場体験・インターンシップ」 

取組み内容 

【動機】 

・ 当行は次世代を担う若い世代のへの金融教育を通じ、中長期的な地域活性化に

貢献できると考えており、その一環として、小中学生を中心に職場体験の受け

入れや高校生や大学生を対象としたインターンシップ制度に積極的に取り組

んでいる。 

 

【取組み内容】 

職場体験 

・ １日で銀行の基礎を理解してもらえるカリキュラムを策定 

・ 実施内容 

－金融の基礎を学ぶオリエンテーション 

－営業店貸金庫見学 

－営業店金庫室見学 

－営業店ロビー見学 

 

インターンシップ 

・ 平成25年度は本店で、数日間のインターンシップを実施。 

・ 実施内容 

－専門部署による多様化している銀行業務についての講義。 

－営業店実習では金庫室や貸金庫室など普段入ることができない施設を見学。 

－高校生や大学生と行員の意見交流会。 

 

【取組み成果】 

・ 職場体験を申し込み件数は年々増加傾向にあり、地域貢献の一助となっている

と考えている。 

・ インターンシップ制度においても、毎年、定員を上回る募集があり、一定の評

価を得ていると考えている。 

・ また、最近は道外の学生の参加もあり、多様な学生が集まることで、参加して

いる学生がいい刺激を受けている。 
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